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1. はじめに
1997年に香港で鳥インフルエンザ（H5N1）が鳥からヒトへの直接感染が確認され、2003年にベトナムでH5N1の鳥から人への感染が報告され、それ以降H5N1の鳥から人への感染が報告され、新型インフルエンザの発生の危惧が高まっている。更に、バイオテロや東南アジアを中心に発生したSARSなどの国際的に公衆衛生上懸念される事象が報告されている。一方、WHOは2005年に国際保健規則（IHR）を改正し、国際的に懸念される公衆衛生上の脅威となる事象に関して警戒を強めた（IHR 2005）。改正IHRでRumor Surveillanceは国際的な公衆衛生上脅威となる事象を早期に検知及び対策実施に有効であると報告されている。本報はRumor Surveillanceの概略を説明し、実際例を報告する。
2. Rumor Surveillanceとは
　Rumor Surveillanceは①アウトブレイクのRumor情報収集、②Rumor情報の確認、③情報が正確であれば対策の遂行を行う（Grein et al., Emerg Infect Dis, 2000）。アウトブレイクについてのRumor情報の収集は住民からの通報やメディア、地域的な情報ネットワーク及び専門家のネットワークなどより行う。収集した情報の真贋を確認する。確認した情報が真であれば対策を実施する。この場合、アウトブレイクに起因する病原体や原因物質がconfirmされていない場合でも対策を実施する。
3. Rumor surveillanceの実際例
1) 韓国での鳥のH5N1事例
2006年12月11日にReuterのAlert Newsより「S. Korea says third bird flu case suspected」が届き、「3カ所の養鶏場で鳥がH5N1に感染したことを確認した」との内容であった。韓国農業省及びOIEのサイトで鳥のH5N1感染が真である事を確認した。A県の県庁の感染症担当へ情報提供し、感染症担当から養鶏担当課及び空港施設関係課へ情報提供した。更に、A県内での鳥の異常な死亡等の有無及び韓国便の検疫状況について照会を行った。検疫は行っていなかった。なお、確認には地方自治体における情報交換は本庁内の担当課間で行うのが基本であり、出先機関との直接やりとりができないため、時間を要した。
2) ベトナムでの手足口病事例
　2006年9月12日にThanh Nien Newsがベトナムで手足口病の集団発生及び中枢神経系の合併症が約30％発生していると報告した。ベトナムのWHOオフィス（WHO CO）とコンタクトをとり、ベトナム保健省に確認を行った。南部の県で手足口病が集団発生し、エンテロ71ウイルスによる感染を確認した。対策の有無及び対策内容について照会を行ったが、保健所が公衆衛生上問題ではないと判断していて対策を行わない方針であった。WHO COから引き続き状況把握等を行うとの情報交換を行った。






























